
京都大学高等教育研究第 8号 (2002)

高等教育教授システム開発センター日誌

(2001年 9月1日～2002年 8月31日)

記 事

2001. 9.8

10.13

ll.10

12. 1

12. 4

12.13

第47回公開研究会

報告者 :大山泰宏 センター助教授

テーマ :大学教育評価の課題と展望- 評価理論の観点から-

協議員会

助教授 石村雅雄 鳴門教育大学学校教育学部助教授に転任 (2002年 3月31日まで

センター助教授を併任)

第48回公開研究会

報告者 :生田孝至 新潟大学教育人間科学部教授

テーマ :遠隔教育による教師教育の可能性

第49回公開研究会

報告書 :尾崎仁美 大阪大学大学院人間科学研究科助手

溝上慎一 センター講師

コメンテーター :白井利明 大阪教育大学教育学部教授

谷田 薫 関西学院大学総合教育研究室実験助手

司会者 :水間玲子 奈良女子大学文学部助手

テーマ :130人の学生と共に調査 した大学生1,200人のインタビュー結果報告

- 学生中心型のFDを考える素材に-

第50回公開研究会

報告者 :岡部美香 愛媛大学教育学部講師

中戸義雄 大阪大学大学院人間科学研究科助手

テーマ :遠隔地大学在住者どうしの相互授業研究

- 教育原理系授業実践をめぐって-

第 1回教育改善連続シンポジウム

(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)

｢教育評価のあり方をめぐって｣

協議員会
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2002. 1.17

1.31

3.23

4. 1

第 2回教育改善連続シンポジウム

(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)

｢専門教育と学生の授業参加 ･授業評価- 経済学部の場合 - ｣

第 3回教育改善連続シンポジウム

(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)

｢シラバスのあり方｣(藤岡完治 センター教授 講演)

運営委員会

第 4回教育改善連続シンポジウム

(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)

｢電子メディアによる教育支援｣

第 1回大学教育研究集会

カリキュラム研究部会

基調講演 生和秀敏 (広島大学総合科学部教授)

｢学士課程教育における教育プログラム制の導入｣

授業研究部会

基調講演 織田揮準 (三重大学教育学部教授)

｢授業改善ツールとしての大福帳の意義｣

FD研究部会

基調講演 井下 理 (慶鷹義塾大学総合政策学部教授)

｢FD論 - 慶鷹義塾大学SFCの実践を手がかりにして- ｣

第 8回大学教育改革フォーラム

｢大学教育評価をどうするか- 評価からFDへ- ｣

開会の辞 荒木光彦 センター長

挨拶 長尾 兵 総長

司会 荒木光彦 センター長

溝上慎一 センター講師

問題提起 Ⅰ 舘 昭 大学評価 ･学位授与機構教授

問題提起Ⅱ 安岡高志 東海大学理学部教授

問題提起Ⅲ 大山泰宏 センター助教授

閉会の辞 荒木光彦 センター長

松下佳代 助教授に採用

協 議 員 委 嘱 :助教授 松下佳代

運営委員委嘱 :助教授 松下佳代

平成14年度学外研究協力者 :

生田 孝至 新潟大学教育人間科学部教授

-234-



田

村

藤

下

塚

崎

林

水

池

石

伊

井

大

屋

小

清

政

雄

子

理

輝

雅

秀

名古屋大学高等教育研究センター教授

鳴門教育大学学校教育学部助教授

メディア教育開発センター教授

慶鷹義塾大学総合政策学部教授

京都大学高等教育研究第8号 (2002)

雄作 大学評価 ･学位授与機構教授

仁美 京都ノートルダム女子大学人間文化学部講師

亮 京都光華女子大学人間関係学部助教授

豊子 千葉大学教育学部教授

田口 真奈 メディア教育開発センター助手

竹熊 耕一 京都学園大学経済学部教授

潰野 清志 京都文教大学人間学部教授

波多野和彦 メディア教育開発センター助教授

藤田 哲也 京都光華女子大学文学部助教授

米谷 淳 神戸大学大学教育研究センター助教授

三尾 忠男 早稲田大学教育学部助教授

水間 玲子 奈良女子大学文学部助手

三宅なはみ 中京大学情報科学部教授

村上 正行 京都外国語大学外国語学部講師

矢野 裕俊 大阪市立大学文学部教授

山地 弘起 メディア教育開発センター助教授

山田 礼子 同志社大学文学部助教授

山内 乾史 神戸大学大学教育研究センター助教授

吉田 文 メディア教育開発センター教授

吉田 雅章 和歌山大学経済学部助教授

平成14年度学内研究担当教官 :

河野 敬雄 総合人間学部教授

小田 伸午 総合人間学部助教授

子安 増生 大学院教育学研究科教授

田中 耕治 大学院教育学研究科教授

楠見 孝 大学院教育学研究科助教授

杉本 均 大学院教育学研究科助教授

佐藤 進 大学院経済学研究科講師

野間 昭典 大学院医学研究科教授

建山 和由 大学院工学研究科助教授

中候 善樹 大学院工学研究科教授

川崎 昌博 大学院工学研究科教授

井上 園世 大学院農学研究科教授

田川 正朋 大学院農学研究科助教授

富谷 至 人文科学研究所教授

美濃 導彦 学術情報メディアセンター教授

井手 亜里 国際融合創造センタ-教授
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4.26

4.28

5. 1

6. 6

7. 5

財団法人稲森財団研究助成 ｢映像メディアを用いた事例研究 (ケースメソッド)の

研究開発｣(代表 大山泰宏)

第51回公開研究会

報告者 :絹川 正吉 国際基督教大学学長

テーマ :教養教育について

助教授 大山泰宏 ｢基盤研究(B)(2)｢バーチャルユニバーシティ構築の基礎づけに関

する総合的研究｣(研究代表者 田中毎実)による海外研究及び海外視察｣のため

アメリカ合衆国へ海外出張 (2002.5.5帰国)

運営委員の交代 :

農学研究科教授 野田公夫から 同研究科教授 井上園世に

協議員会 (持ち廻り)

第52回公開研究会

報告者 :大山泰宏 センター助教授

テーマ :学生支援のあり方をめぐって- 臨床心理学の立場から

第 5回教育改善連続シンポジウム

(企画 ･調整専門委員会 調整 (評価)小委員会と共催)

｢成績評価と学生による授業評価- アンケー ト結果を素材にしたFD討論会

- ｣(溝上慎一 センター講師 講演)

文部科学省科学研究費補助金による基盤研究(B)(2)継続

｢バーチャルユニバーシティ構築の基礎づけに関する総合的研究｣

研究代表者 :田中 毎実 センター教授

研究分担者 :

子安 増生 大学院教育学研究科教授

美濃 導彦 学術情報メディアセンター教授

伊藤 秀子 メディア教育開発センタ-教授

大山 泰宏 センター助教授

荒木 光彦 センター長 ･大学院工学研究科教授

角所 考 学術情報メディアセンター助教授

吉田 文 メディア教育開発センター助教授

神藤 貴昭 センター助手

井下 理 慶鷹義塾大学総合政策学部教授

田部井 潤 浜松大学国際経済学部助教授

柴原 宜幸 日本橋学館大学人文経営学部助教授

藤岡 完治 センター教授

石村 雅雄 鳴門教育大学学校教育学部助教授
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7. 1

7.22

田中 耕治

田口 真奈

溝上 慎一

三尾 忠男

中村 素典

波多野和彦

海外共同研究者

ジェームズ ･

大学院教育学研究科教授

メディア教育開発センター助手

センター講師

早稲田大学教育学部助教授

学術情報メディアセンター助教授

メディア教育開発センター助教授

ウィルキンソン

京都大学高等教育研究第 8号 (2002)

ハーバー ド大学デレック･ボク ｢教授 ･学習｣センター所長

ホセ ･アレハンドロ･ラミレス

プエブラ･アメリカ大学教育学部教授

ケニス･ケンブナー オレゴン大学教育学部助教授

財団法人大川情報通信基金研究助成 ｢遠隔大学間合同授業に関する実践的研究 -

遠隔授業の可能性の検討- ｣(代表 田中毎実)

タイ国､国立行政開発研究所大学代表団 訪問

-237-



京都大学高等教育研究第8号 (2002)

高等教育教授システム開発センター業績
(2001年 9月1日～2002年 8月31日)

藤 岡 完 治 (教授)

【著書など】

･藤岡完治 ｢参加観察と物語ることを取り入れた教員研修｣野鴫栄一郎編 『教育実践を記述する- 教えること･

学ぶことの技法』金子書房､2002年 2月､176-192貢

･藤岡完治 ･堀喜久子編 『看護教育の方法』医学書院､2002年 3月､全184頁

【学術論文など】

･藤岡完治 ｢大学の授業はどのように行われ学生は何を学んでいるのか｣『大学教育学会誌』第24巻第 1号 (通巻

45号)､2002年 5月､74-88頁

･藤岡完治 ｢大学授業の構造と学生の学習経験の関連に関する研究- 大学授業の参加観察を通 して- ｣『京都

大学高等教育研究』第 7号､2001年 9月､ト23頁

･藤岡完治 ｢平成13年度公開実験授業の概要｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､2002

年 3月､1-3貢

･藤岡完治 ｢藤岡完治担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､2002年 3月､193-

279頁

･藤岡完治 ｢大学授業の変容過程の研究- ｢授業構想｣｢学生による評価｣｢授業の振り返り｣を組み込んだ授業

改善 - ｣京都大学高等教育教授システム開発センター ･授業参加観察プロジェクト担当チーム 『大学授業の参

加観察プロジェクト報告(2)- 大学授業の参加観察からFDへ- 』京都大学高等教育叢書14､2002年3月､ト

26貢

･藤岡完治 ･杉原真晃 ｢リレー式講義 『総合人間学を求めてⅠ』における学生の学び- 学生のレポートの分析を

中心に- ｣京都大学高等教育教授システム開発センター ･授業参加観察プロジェクト担当チーム 『大学授業の

参加観察プロジェクト報告(2)- 大学授業の参加観察からFDへ- 』京都大学高等教育叢書14､2002年 3月､

27-53頁

【学会報告など】

･藤岡完治 ｢大学授業の参加観察 (その2)- 授業の構造と学生感想の関連から- ､日本教育工学会第17回大

会､鹿児島大学､2001年11月

･藤岡完治 企画シンポジウム ｢大学生への自己理解教育実践｣指定討論 日本発達心理学会第13回大会､早稲田

大学､2002年3月

･藤岡完治 ･杉原真晃 ｢相互研修としてのFD- 公開実験授業の検討会の構造分析を通して- ｣日本高等教育

学会第5回大会､愛知学院大学､2002年 5月

【その他の著作物】

･藤岡完治 ｢大学の授業､同僚が参観｣日本経済新聞､2001年7月

･藤岡完治 ｢大学授業研究の方法｣第 1回京都大学高等教育教授システム開発センター大学教育研究集会､2002年

3月

･藤岡完治 ｢授業研究の新しいパラダイム 藤沢市教育文化センター教育実践臨床研究 『学びに立ち会う』-｣一

一授業研究の新 しいパラダイム教育実践臨床研究の経験藤沢市教育文化センター教育実践臨床研究 2002年 3月

7-23頁及び59-74頁

【FD講演会など】

･文部科学省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催 ｢SCS利用研修 公

開実験授業によるFD 学びあいのネットワークをめざして｣研修講師 (2002年 2月20日)
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【社会における活動など】

･東京女子医科大学医学部非常勤講師 ｢教育原論｣(2001年 7月7日-9日)

･九州大学大学院人間環境学研究院教育学部門国際教育環境学講座非常勤講師 ｢授業｣(2001年12月26日-27日)

田 中 毎 実 (教授)

【著書など】

･田中毎実 ｢(総括)大学授業研究から大学教育学へ｣(『大学授業の構想- 過去から未来へ- 』)2002年 3月､

東信望､185-206貢

･田中毎実 ｢コメント｢大学教育｣再考｣(『児童心理学の進歩2002年版』)2002年6月､金子書房､293-298頁

【学術論文など】

･田中毎実 ｢啓蒙活動から相互研修へ- 京都大学高等教育教授システム開発センターのFDプロジェクトをめぐっ

て- ｣京都大学高等教育教授システム開発センター 『京都大学高等教育研究』第7号､2001年 9月､25-35貢

･田中毎実 ｢啓蒙と相互研修の間- 工学部FDプロジェクトの意義｣(新工学部教育プログラム実施検討委員会

編 『ディベート形式による工学部FDシンポジウム- 工業化学科 ･地球工学科 ･物理工学科/京都大学高等教

育叢書12』)2001年12月､117-125貢

･田中毎実 ｢田中毎実担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､2002年3月､15-48

貢

･田中毎実 ｢遠隔ゼミにおける学生集団 ･教員集団の文化的差異｣(特定領域研究的)高等教育改革に資するマルチ

メディアの高度利用に関する研究 『研究成果報告書/平成13年度計画研究』)2002年 3月､397-404頁

･田中毎実 ｢教育的公共性のために｣(一般研究(C)教育における (公共性)に関する人間形成論的総合研究 - 覗

代社会における教育責任の原理的基盤を求めて- )2002年3月､80-95頁

･田中毎実 ･森田尚人 ｢総括的報告｣(課題研究/ ｢学力論｣の問題圏)(教育哲学会 『教育哲学研究』第85号)

2002年 5月､36-41頁

･田中毎実 ｢京都大学高等教育教授システム開発センターの研究開発プロジェクト｣民主教育協会雑誌 『IDE日

本の高等教育』2002年8月号､70-72頁

【その他の著作物】

･｢講演 授業公開から見えてくる大学教育の課題｣(島根大学教育学部FDプロジェクト『ファカルティ･ディ

ベロップメント』59頁)2002年3月､1-19頁

･｢FDと学生の授業評価｣(跡見学園女子大学FD委員会 『跡見学園女子大学FDジャーナル創刊号』15頁)

2002年 3月､3-5頁

･｢京都大学制作の公開実験授業ビデオ｣(関西大学全学共通教育推進機構FD部門委員会 ･授業評価部門委員会

『関西大学FDフォーラムVol.3』15貢)2002年 7月､2-4頁

【学会報告など】

･｢ラインの向こうとこちら- 遠隔ゼミにおける学生集団 ･教員集団の異文化性｣(平成13年電気 ･情報関連学

会連合大会/日本学術学会シンポジウム :バーチャル ･ユニバーシティと教育改革)2001年 9月

･｢京都大学のFDプロジェクト｣(日本教育工学会､鹿児島大学)2001年10月

･シンポジウム ｢(学力論)の問題圏｣司会 (教育哲学会､福岡教育大学)2001年10月

･MURAKAMI,M.,OZAWA,S.,SHINTO,T.,TAGUCHI,M.&TANAKA,T.(2001)"AnalysisofCommu一

micationbetweenGroupsonWebBoardinDistanceSeminarwithLodging",ICCE2001,Seoul,Korea,2001

年11月

･｢臨床的人間形成論の成立可能性｣(臨床人間学研究会､青山大学)2001年12月 大学教育研究集会

【FD講演会など】

･香川大学 FD研修会､2001年9月

･島根大学 FD研修会､2001年10月
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･和歌山大学 FDフォーラム､2001年11月

･山形大学 公開授業の参観と公開授業講師､2001年11月

･椙山女学園 第 2回椙山FDカンファレンス､2001年11月

･関西大学 教職員第 2回FDフォーラム､2001年12月

･文部科学省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催 ｢SCS利用研修 公

開実験授業によるFD 学びあいのネットワークをめざして｣研修講師､2002年 2月20日

･神戸学院大学 FDワークショップ､2002年 2月

･大阪外語大学 FD研究会､2002年3月

･星城大学 FD研究会､2002年 4月

･鳥取県教育委員会､2002年 6月

【非常勤講師など】

･奈良女子大学大学院文学研究科非常勤講師 ｢生涯教育学特殊研究｣(2001年度通年)

【社会における活動など】

･教育思想史学会理事

･文部科学省メディア教育開発センター 研修事業委員会委員

･大学セミナー-ウス 大学教員研修プログラム委員

･大学コンソーシアム京都研修委員

･広島大学高等教育研究開発センター客員研究員

･島根大学法文学部外部評価委員

･光華女子大学外部評価委員 (副委員長)

･宮崎大学教育文化学部外部評価委員

【学内委員など】

･京都大学調整評価小委員会委員

･京都大学人間 ･環境学研究科及び総合人間学部の組織改編に関する専門委員会委員

･京都大学大学院工学研究科自己点検 ･評価委員

･京都大学高等教育研究開発推進機構設置準備委員会委員

松 下 佳 代 (助教授)

【著書など】

･松下佳代 ｢算数 ･数学の学力と 『基礎 ･基本』｣日本教育方法学会編 『教育方法30 学力観の再検討と授業改革』

図書文化､2001年10月､26-39頁

･Matsushita,K.,FromMonologictoDialogicLearnlng:ACaseStudyofJapaneseMathematicsClassroom.

M.Hedegaard(Ed.),LearninginClassrooms:ACultuT･al-mstoricalApproach.Aarhus,Denmar･k:Aarhus

UniversityPress,2001,pp.211-225

･松下佳代 ｢授業を創り出す｣片上宗二 ･田中耕治編 『学びの創造と学校の再生』 ミネルヴァ書房､2002年4月､

50-68頁

【学術論文など】

･松下佳代 ｢学習のコンテクストの理論的枠組み- 活動システムを分析単位として- ｣平成11-13年度科学研

究費補助金 (基盤研究(C)(2))研究成果報告書 『教室の数学文化と学習のコンテクストの生成- 探究の文化と受

験文化の対立に焦点をあてながら-』(研究代表者 松下佳代)､2002年3月 (全109頁)

･松下佳代 ｢外国籍児童は教室でどう学習しているか- 太田市A小学校での観察から- ｣平成11-13年度科学

研究費補助金 (基盤研究(B)(2))研究成果報告書 『群馬県太田 ･大泉の小中学校国際化の実態と求められる教員資

質の総合的研究』(研究代表者 所津潤)､2002年 3月､11ト140頁
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【学会報告など】

･｢自ら学び､考える力をどうとらえ､いかに評価するか- 教科教育 ･学力論の立場か ら- ｣(教育目標 ･評

価学会公開シンポジウム ｢自ら学び､考える力をどうとらえ､いかに評価するか｣)､作新学院大学､2001年10月

【その他の著作物】

･京都大学企画 ･調整専門委員会調整 (評価)小委員会､報告書 『京都大学教育改善連続シンポジウム(2)全学共

通科目の授業に関する評価 ･改善アンケート』2002年8月

【その他の講演】

･松下佳代 ｢わが国の数学教育の可能性と問題点- 初等 ･中等レベルについて- ｣関西工学教育協会第75回研

究集会 (主催 :関西工学教育協会)､京都ガーデンパレス､2002年2月

･松下佳代 ｢認知科学からみた数学教育｣数学教育協議会第50回全国研究大会､琉球大学教育学部､2002年8月

【非常勤講師など】

･群馬大学大学院教育学研究科非常勤講師 ｢教育内容 ･方法学特論｣(2002年前期集中)

【社会における活動など】

･教育目標評価学会理事

･教育目標評価学会紀要編集委員会委員

･数学教育協議会研究局員

【学内委員など】

･学術情報メディアセンター学内共同利用運営委員会委員

･調整評価小委員会ワーキングループ委員

大 山 泰 宏 (助教授)

【学術論文など】

･大山泰宏 ｢大学教育評価の課題と展望｣『京都大学高等教育研究』第7号､2001年 9月､37-55頁

･大山泰宏 ｢大山泰宏担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､2002年 3月､49-

109EiL

【その他の著作物】

･書評 私の注目2000-2001の書籍 ･論文5､『臨床心理学』第2巻第 1号､2002年 1月､126-127頁

･｢授業評価は教育改善に役に立っのか?｣『兵庫教育大学ファカルティディベロップメント推進プログラム平成

13年度推進経費研究成果報告書』､兵庫教育大学､2002年3月､52-70頁

･『学生の現在と教育の再生- 大学教育研究と臨床心理学の立場から』平成16年度福岡教育大学教育学部附属教

育実践総合センター FDセミナー報告書､2002年 3月､全18頁

･｢大学教育システムにおける学生サービスの意義と役割｣『第39回全国学生相談研修会報告書』､日本学生相談学

会､2002年3月､24-25頁

･京都大学企画 ･調整専門委員会調整 (評価)小委員会､報告書 『京都大学教育改善連続シンポジウム(2)全学共

通科目の授業に関する評価 ･改善アンケート』2002年8月

【学会報告など】

･日本心理臨床学会第21回全国大会 ｢自主シンポジウム- 夢と身体｣日本大学､2001年 9月

･大山泰宏 ｢多層的リアリティ構成を通 した教養教育の可能性｣日本教育工学会第17回全国大会､鹿児島大学､

2001年10月

【FD講演会など】

･第39回全国学生相談研修会 ｢小講義 高等教育システムにおける学生サービスの意義と役割｣講師､2001年11月

･京都大学工学部 (建築学科)教育シンポジウム､コメンテーター :2001年11月

･奈良女子大学FD講演会 ｢学生による授業評価からFDへ｣講演講師､2001年11月

･京都大学工学部 (土木工学)講演会 ｢FDの意義と役割｣､2001年12月
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･兵庫教育大学 講演 ｢授業評価は教育改善に役に立っのか?｣､2002年 2月

･文部科学省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催 ｢SCS利用研修 公

開実験授業によるFD 学びあいのネットワークをめざして｣研修講師､2002年 2月

･福岡教育大学 講演 ｢学生の現在と教育の再生｣､2002年 3月

･京都大学コンソーシアム FDフォーラム 第 1分科会 ｢FDの組織的取り組み｣報告者､2002年 3月

･日本学生相談学会 第14回学生相談セミナー 基調講演 ｢学生相談と大学教育｣､2002年 3月

･第8回大学教育改革フォーラム ｢大学教育評価をどうするか 評価からFDへ｣問題提起Ⅲ､2002年 3月

･鳴門教育大学 学部授業改善のための講演会 ｢授業公開と授業改善｣､2002年 5月

･成城大学 講演 ｢京都大学の公開授業と授業検討会｣､2002年 7月

･帯広畜産大学 講演 ｢大学改革としての学生支援｣､2002年 8月

･京都薬科大学 講演 ｢授業評価は教育改善に役に立つのか?｣､2002年 8月

･日本私立大学連盟 学生厚生補導研究会夏期合宿研究会 特別企画講演 ｢変革期の大学に求められる新しい厚生

補導｣､2002年 8月

･京都大学全学シンポジウム ｢新 しい教養教育の在り方｣イブニング･ディスカッション第 5班 ｢教育の達成度の

評価- ｢京都大学卒業｣とは何か｣副班長､2002年 8月

【その他の講演】

･医療法人徳州会松原病院 職員研修 ｢アサ-ティヴコミュニケーション｣2001年10月

･京都第二赤十字病院 ｢卒後研修Ⅲ｣研修講師､2001年10月

･大阪市環境保健局 ｢看護職員研修｣研修講師､2002年 1月

･島根県臨床心理士会研修会講師､2002年 2月

･児童養護施設 立正学園 処遇検討会講師､2001年11月､2002年 6月

･奈良市教育委員会カウンセリング講座講師､2002年 7月､8月

･島根県臨床心理士会 (島根大学教育学部附属教育実践研究指導センター共催)講演 ｢子どもの心育てを考える

- 学校臨床心理学の観点から｣､2002年 7月

【非常勤講師など】

･島根大学教育学部 集中講義 ｢学校臨床心理学特論｣ 2002年 2月

･京都第二赤十字看護専門学校 ｢教育キャンプ｣講師､2002年 3月

【社会における活動など】

･日本心理臨床学会 ｢カリキュラム委員会｣委員

･京都府警察本部 ｢新政策形成研究会 『犯罪被害者支援』｣研究者 (～2002年 3月)

･京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践センタ-心理教育相談室カウンセラー

･医療法人竹村診療所心理カウンセラー

【学内委員など】

･京都大学大学情報収集 ･分析センター助教授 (兼任)(2002年 4月～)

･中期計画策定及び大学評価に係る基礎データ収集 ･分析に関するワーキンググループ (～2002年 3月)

･京都大学調整評価小委員会委員

･京都大学工学部 ･大学院工学研究科 自己点検 ･評価委員

･京都大学大学評価委員会第三者評価専門委員会委員

･京都大学大学評価委員会 『教養教育』作業部会オブザーバー

溝 上 慎 一 (講師)

【著書など】

･溝上慎一編 『大学生の自己と生き方- 大学生固有の意味世界に迫る大学生心理学- 』ナカニシャ出版､2001

年10月
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･溝上慎一 ｢わがEgの大学教育改革と ｢大学基礎講座｣- 発刊によせて- ｣藤田哲也編 『大学基礎講座 - こ

れから大学で学ぶ人におくる ｢大学では教えてくれないこと｣-』北大路書房､2002年3月､159-164貢

･溝上慎一 ｢アイデンティティ概念に必要な同定確認 (identify)の主体的行為- 実証的アイデンティティ研究

の再検討- ｣梶田叡一編 『自己意識研究の現在』ナカニシャ出版､2002年3月､1-28頁

･溝上慎一 ｢自己評価の規定要因と人との関係性- 自己評価の高低における関係性の構造の違い- ｣梶田叡一

編 『自己意識研究の現在』ナカニシャ出版､2002年 3月､153-170頁

･溝上慎一 ｢学生の理解の枠組みをふまえた授業展開- 教授技術論をのり越えるための視点- ｣京都大学高等

教育教授システム開発センタ一編 『大学授業研究の構想- 過去から未来へ- 』東信望､2002年 3月､57186

頁

･溝上慎一 ｢コメント2- 田中論文 ｢(総括)大学授業研究から大学教育学へ｣を受けて- ｣京都大学高等教

育教授システム開発センタ一編 『大学授業研究の構想- 過去から未来へ- 』東信堂､2002年 3月､210-218

頁

【学術論文など】

･村上正行 ･田口真奈 ･溝上慎一 ｢日米間遠隔一斉講義における講師 ･受講生の評価変容の分析｣『日本教育工学

雑誌』25(3)､2001年12月､199-206頁

･溝上慎一 ･田口真奈 ｢ポジション理論を援用して授業者の成長を見る｣『京都大学高等教育研究』 7､2001年 8

月､57-69貢

･藤田哲也 ･溝上慎一 ｢授業通信による学生との相互行為 Ⅰ- 学生はいかに ｢藤のたより｣を受け止めているか

- ｣『京都大学高等教育研究』第7号､2001年9月､71-87頁

･溝上慎一 ･藤田哲也 ｢授業通信による学生との相互行為Ⅱ- 相互行為はいかにして作 られたか- ｣『京都大

学高等教育研究』第7号､2001年9月､89-110貢

･井下理 ･溝上慎一 ｢井下理 ･溝上慎一担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､

2002年 3月､111-143貢

･溝上慎一 ｢学生の経験世界から見た ｢総合人間学を求めて｣の授業構造化と学生の学び- 学生による知の越境

へのアプローチ- ｣京都大学高等教育教授システム開発センター･授業参加観察プロジェクト担当チ-ム 『大

学授業の参加観察プロジェクト報告(2)- 大学授業の参加観察からFDへ- 』京都大学高等教育叢書14､2002

年 3月､54-78貢

【学会報告など】

･溝上慎一 ･尾崎仁美 ｢大学生の将来の見通しを求める学年の文脈- ｢今優勢｣｢将来優勢｣の観点から- ｣日

本教育心理学会第43回大会､愛知教育大学､2001年 9月

･溝上慎一 ｢抽象度の高い自己 ･アイデンティティの概念から具象度の高い質的世界の理解を目指して- 事例か

ら一般化をはかるボトムアップ- ｣小沢一仁 ･溝上慎一自主シンポジウム ｢われわれは ｢アイデンティティ｣

｢自己｣研究から青年の何を理解したか?- ｢青年理解｣に向けての枠組みと方法論的示唆- ｣日本教育心理

学会第43回大会､愛知教育大学､2001年 9月

･溝上慎一 ｢京都大学公開実験授業における検討会の新たな構造化を目指して｣E]本教育工学会第17回全国大会､

鹿児島大学､2001年11月

･藤田哲也 ･溝上慎一 ｢大学授業における授業通信の効果- 学生とのコミュニケーション･ツールを超えて一一｣

日本教育工学会第17回全国大会､鹿児島大学､2001年11月

･村上正行 ･田口真奈 ･溝上慎一 ｢日米間遠隔一斉講義における共同学習の有効性｣日本教育工学会第17回全国大

会､鹿児島大学､2001年11月

･溝上慎一 ｢会員企画シンポジウム ｢大学生への自己理解教育実践｣企画及び話題提供 ｢自己理解教育の授業研究

- 自己理解を促す授業デザインとは-｣｣日本発達心理学会第13回大会､早稲田大学､2002年3月

･溝上慎一 ｢ラウンドテーブル ｢アイデンティティとダイナミズム｣企画及び指定討論｣日本発達心理学会第13回

大会､早稲田大学､2002年3月
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【その他の著作物】

･溝上慎一 ｢全学共通科目の授業に関する評価 ･改善アンケート｣企画 ･調整専門委員会 ･調整 (評価)小委員会

『京都大学教育改善連続シンポジウム(2)･全学共通科目の授業に関する評価 ･改善アンケート』報告書､2002年

8月､71-180頁

【FD講演会など】

･溝上慎一 ｢FDで何をどのように目指すのか- 種々の改革実践を概観して- ｣愛媛大学大学教育総合センター

主催FD講演会､2002年 2月

･文部科学省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催 ｢SCS利用研修 公

開実験授業によるFD 学びあいのネットワークをめざして｣研修講師､2002年 2月

･田中毎実 ･溝上慎一 ｢自己成長を目的とした場のデザイン- Web掲示板使用を中心に見たKKJ実践の成果

- ｣文部科学省大学共同利用機関 ･メディア教育開発センター主催 ｢Webを活用した学習環境デザイン研修｣､

2002年 6月

･溝上慎一 ｢京都大学のFD- 工学系の授業参観プロジェクトを中心に- ｣関西工学教育協会高専部会 ･第26

回夏期研修会､2002年8月

【非常勤講師など】

･大手前大学社会文化学部非常勤講師 ｢心理学研究法 Ⅰ･Ⅲ｣(2001年度､2002年度通年)

神 藤 貴 昭 (助手)

【著書など】

･神藤貴昭 ･尾崎仁美 ｢教授者はどのようにストレッサ一に対処しているのか- 大学授業における教授者のスト

レス過程と自己成長- ｣京都大学高等教育教授システム開発センター (編)『大学授業研究の構想 - 過去か

ら未来へ』､東信堂､2002年3月､87-115頁

･神藤貴昭 ･尾崎仁美 ｢コメント3｣京都大学高等教育教授 システム開発センター (編)『大学授業研究の構想 ･

- 過去から未来へ』､東信望､2002年3月､219-222頁

【学術論文など】

･神藤貴昭 ･田口真奈 ･村上正行 ｢高等教育におけるインタ-ネット利用の可能性- バーチャル･ユニバーシティ

構築に向けて-｣『京都大学高等教育研究』第7号､2001年 9月､111-130頁

･西田裕紀子 ･木村朋子 ･暫藤誠一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･久木山健一 ･原田薫 ･山口昌澄 ･柳原利佳子 ･榎本千

春 ･藤井智子 ･石田亮一 ｢中学生の生活スタイルに関する地域比較研究｣『神戸大学発達科学部研究紀要』第 9

巻､2001年9月､19-30頁

･久木山健一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･斉藤誠一 ･柳原利佳子 ･原田賓 ･山口昌澄 ･下坂剛 ･西田裕紀子 ･榎本千春 ･

木村朋子 ･藤井智子 ･石田亮一 ｢現代青少年の ｢キレる｣ということに関する心理学的研究(3)- キレ衝動抑制

方略尺度作成の試み-｣『神戸大学発達科学部研究紀要』第 9巻､2001年 9月､9-17頁

･神藤貴昭 ･暫藤誠一 ｢中学生におけるいじめと学校ストレスの関連｣『教育論叢』(神戸大学教育学会)第8号､

2001年11月､23-35頁

･神藤貴昭 ｢神藤貴昭担当授業｣『平成13年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢書13､2002年3月､171-

191頁

･柳原利佳子 ･暫藤誠一 ･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ･原田実 ･山口昌澄 ･下坂剛 ･西田裕紀子 ･久木山健一 ･榎本千春 ･

木村朋子 ･藤井智子 ･石田亮一 ｢現代青少年の ｢キレる｣ということに関する心理学的研究(4)- 生活習慣認知

との関連-｣『人間科学研究』(神戸大学)第 9巻2号､2002年 3月､53-66頁

･村上正行 ･尾揮重知 ･望月俊男 ･神藤貴昭 ･田口真奈 ･井下理 ･田中毎実 ｢合宿を取り入れた遠隔合同ゼミにお

けるWeb掲示板での集団問コミュニケーションの分析｣『コンピュータと教育』第64巻8号､2002年 5月､57-

64頁
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【学会報告など】

･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ･久木山健一 ･西田裕紀子 ･木村朋子 ･斉藤誠一 ｢現代中学生の不適応に関する基礎的研究

(8)- 衝動的暴力抑制方略について- ｣日本教育心理学会第43回大会､愛知教育大学､2001年 9月

･MURAKAMI,M.,OZAWA,S.,SHINTO,T.,TAGUCHI,M.&TANAKA,T.(2001)"AnalysisofCommu-

nicationbetweenGroupsonWebBoardinDistanceSeminarwithLodging",ICCE2001,Seoul,Korea,2001

年11月

･神藤貴昭 ･田口真奈 ･村上正行 ｢大学における学生主導型授業の可能性- 授業枠のゆらぎ- ｣日本教育工学

会第17回全国大会､鹿児島大学､2001年11月

･神藤貴昭 ･伊藤崇達 ｢高校から大学への学業文化の変容に対する適応過程について(1)- 京都大学への進学者に

おける学習方略の変容- ｣日本発達心理学会第16回大会､早稲田大学､2002年 3月

･伊藤崇達 ･神藤貴昭 ｢高校から大学への学業文化の変容に対する適応過程について(2)- 共分散構造分析による

因果モデルの検証- ｣日本発達心理学会第16回大会､早稲田大学､2002年 3月

【その他の著作物】

･神藤貴昭 ｢京都大学公開実験授業 ｢ライフサイクルと教育｣｣日本発達心理学会ニューズレター､第34号､2001

年10月､13頁

･京都大学企画 ･調整専門委員会調整 (評価)小委員会､報告書 『京都大学教育改善連続シンポジウム(2)全学共

通科目の授業に関する評価 ･改善アンケー ト』2002年 8月

【非常勤講師など】

･大手前大学人文科学部非常勤講師 ｢心理学研究法｣(2001度､2002年度通年)

･大手前大学人文科学部非常勤講師 ｢人格心理学｣(2002年度前期)

【社会における活動など】

･センター公開研究会 神藤貴昭 ･田部井潤 ･田口真奈 ･村上正行 ｢京都大学 ･慶魔義塾大学合同ゼ ミ (KKJ)

の実践 - 授業 ･インターネット･合宿を通 した学び｣､2001年 9月

･文部科学省メディア教育開発センター ･京都大学高等教育教授システム開発センター共催 ｢SCS利用研修 公

開実験授業によるFD 学びあいのネットワークをめざして｣研修講師､2002年 2月

･文部科学省メディア教育開発センター共同研究員 (共同研究分野名 :メディアFDとフレキシブル ･ラーニング

支援の研究開発)､2002年度
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RESEARCHCENTERFORHIGHEREDUCATION 2001-2002

Yoshida-Honmachi,Sakyoku,Kyoto606-8501

Tel.(075)753-3087

Fax.(075)753-3045

http://www.adm.kyoto-u.ac.jp/highedu/

Director:MituhikoARAKI,D.Eng.

1.1NTRODUCTl0N

TheResearchCenterforHigherEducationwasestablishedin1994asanInter-FacultyResearchCenterto

improvethequalityofthehighereducationinthiseraofuniversitypopularizationandglobalization.Thiscenter

ismanagedbysixstaffmemberswhoareengagedinresearch,andisalsoadministeredbythegoverningcom一

mitteeconsistingofeighteenprofessorsfromthisandotherfaculties.Thisisthefirstnationalresearchinstitute

foracademicstaffdevelopment,aswellasfortheimprovementofcurriculaandeducationalevaluationinuniver-

sit,ies.Itsmainaimistomakefurtherdevelopmentofstudiesonteachingmethodsandsystemsforhigheredu-

cation.Italsoconcernswithvariousfieldsofhighereducationstudiesincludinguniversitymanagementand

studentservices.

Thefollowlngarethemainfields:

1. Investigationandresearchofcreativethinkinganditsdevelopmentthroughhighereducation

2. Reformofuniversitycurricula,Includingexemplificationofeducationalcontentsinvariousfieldsand

levels

3. Developmentofevaluationsystemsforuniversityeducation

4. Practicalcounseling,seminarandtrainingcourseforacademicstaffdevelopment

5. Internationalandinterdisclplinaryresearchesonstaffdevelopment

6. Researchonadolescentmentalityandstudentservices

lneveryfield,thecenterfocusesonintegrationoftheoryandpractice,

2.ACTIVlTIES

l.RESEARCHANDSTUDY

ResearchonTeachingandLearlu'ng,andMutualTrailu'ng(FacultyDeuelopment)throughOpenLaboT･atOT･y

Class

Since1996,thecenterhasbeenholding"OpenLaboratoryClass"whichisopenforprofessorswhowantto

visitfromthisandotheruniversities.TheclassesareglVenmainlybystaffofthecenter,andthebehaviorsof

studentsandlecturerareobservedethnographicallyandvideorecordedandafterwardsattendingprofessorsdis-

cusstheclasswiththelecturer.Throughtheseprocedures,itisintendedtohaveanopportunityforresearchand

mutualtrainlnginteaching.TheoutcomesofthisexperimentarepublishedinJOurnals.
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Project"ClassVisit"

ArelativelynewprojectOngOlngSince2000.Staffsofourcentervisitvariousclassesofthisuniversity,With

theethnographicobservationandinterviewoflecturersandstudents.Theknow-howorknowledgeforteaching

iscollectedsoastomaketheresourceforstaffdevelopment.Thefindingsarealsofeed-backedtothelecturers

tohelpthemtoreflectonandimprovetheirteaching.Thisvisitisnotintendedtooutreachtheknowledge,but

tomakeanetworkforthemutuallearnlngCOmmunityoffacultymembers.

Reseal･ChonHigherEducationEz)aluation

Thestudyforhighereducationevaluationisoneoftheimportantfieldsofcenter'Sactivity.In1999,thecen-

ter'sfifthyear,aself-evaluationandanexternalreviewwerecarriedout.Thiswasnotmerelyaone-timeevalua-

tionasaspecialeventoroverviewdescription,butanaction-researchofevaluation.Theresearchgeneratedfrom

thestudywillhelpanddevelopthedailyactivitiesofvariousuniversitydepartmentsandinstitutions.

Researchone-leaT･TungandViT.tualUniversity

TheCenterhasbeenconcerningthestudyone-learningandvirtualuniversitythesetwoyears.Thisstudy

isaidedbytheJapanesegovernmentsubsidyforpromotingscientificresearches.InOctoberof2002thecenter

heldaninternationalconferenceentitled"VirtualUniversity- futureofouruniversities?".ThefocalPointof

thisstudyistheassessmentoftheprocessofe-1earnlnganditsrealimpactonthetotalcontextofuniversityedu-

cation.

ReseaT･ChonStudentSeTIz)ices

ThecenterhasbeendoingresearchontheoriesandsystemsofStudentServices(orSPS;StudentPersonnel

Services).Thisresearchaimstosupportstudents'personalgrowthinallfacetsoftheirlives,includingextra-

curriculumactivities.Theseresultsareusedtomeettheexpectationmodernsocietiesandthedemandsofhigher

education.

PsychologicalResearchonStudentsandAdolescents

Understandingtoday'sstudentswillbehelpfulwhenuniversityreformisdesigned.Thecenterhasbeenin-

vestigatingadolescenttheoriesbyusingquestionnairesurveysandinterviewstargetingstudentsstillinadoles-

cence,whichisoneofthemostcriticalperiodsoftheirlives.

QuestionnaireSurz)eyconcerningDevelopmentofTeachingandEL)aluationSystems

1)QuestionnairesurveytoKyotoUniversityGraduates

Questionnairesurveywasimplementedin1996toKyotoUniversityGraduatesofthepastthreedecadesin

ordertograspthechanglngneedsandtheeffectsofuniversityeducation.Thefindingspublishedin1997arere-

ferredtowhenuniversitycurriculaandsystemreformsaredesigned.

2)CooperationinQuestionnaireSurveyto4thYearsStudents

ln1996,thecentercooperatedwiththe"ReviewlngCommitteeforGeneralEducation''incarrylngOutthe

questionnairesurveyto4thyearsstudentstogalninformationoftheirlifestylelearnlngactivities.

3)QuestionnaireSurveytoProfessors

QuestionnairessurveytargetedtoprofessorsofKyotoUniversitieswascarriedoutin1998,togaintheinfor一

nationconcernlngtOtheirinterestsinacademicstaffdevelopmentanduniversityreform.

4)OtherSurveys

Thecentercooperateswith"theSub-committeeforthearrangementandevaluationofGeneralEducation"
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ofKyotoUniversitytocarryoutthesomequestionnairesurveyintotheeducationatKyotoUniversity.

2.LECTUREANDSEMINAR

MonthlyOpenSeminar

Seminarsormeetingsareheldmonthlyasageneralrule,inwhichthelatestresultsofhighereducation

studiesarepresentedbythestaffsofthecenterorguestspeakers.Thisseminarisopentoeveryone,andthere-

foreitplaysanimportantroleindisseminatinginformationconcerninghighereducationstudiesintheuniver-

sitiesandthewidercommunity.

ForuTnOf-UTu'Z)erSityReform

Thisforumisheldonceayearandmainlytargetedtohighereducationresearchersandadministratorsin-

cludingpresidentsanddeans.Guestspeakersaswellasthestaffsofthecentergivespeeches,andvarioustopics

andproblemsrelatingtouniversityreformsarediscussed.

CongressofUniveT'SityStudies

ThiscongresshasbeenjointlyheldwiththeFoT･umOfUniueT･SityReformsince2001.Itadvertisesforthe

speakerswhopresentthestudiesonhighereducationstudies,whicharestrictlyrequestedtoincludethefindings

derivedfromtheirpracticeofhighereducation.

Workshop.･"EducationofKyotoUTduel･Sity"

KyotoUniversityorganizesthesummerworkshopcalled"EducationofKyotoUniversity"toimproveits

education.ProfessorsfromallfacultiesattendittodiscussthevariousproblemsoftheeducationofKyoto

University.Thecenterplaysanimportantpartinmanaglngandplanningthisworkshop.

Mini-symposiumsforFacultyDevelopment

Thecentercooperateswiththe"theSub-committeeforthearrangementandevaluationofGeneral

Education"ofKyotoUniversitytomanagethesuccessivesmallsymposiumsforfacultydevelopment.

3.EDUCAT10N(200ト2002)

1.UNDERGRADUATEEDUCATl0N

ResearchCenterforHigherEducationoffersseveralclassesfor"SubjectsCommontoAllFaculties(Courses

ofLiberalArts)"ofKyotoUniversity.Eachclassisintendtobeanadvancedexperienceoftheteachingand

learnlngImprovement,aSWellasanoccasionthatfosterstudents'self-reflectionandthemutuallearning･These

classesarealsotheimportantfieldsofourresearch.

2.GRADUATECOURSE

In1998,theDepartmentofHigherEducationResearchandDevelopmentwasestablishedinGraduateSchool

ofEducationasajointdepartmentofferedbythecenter.

Thecoursesaredesignedtocovervariousfieldsofhighereducationstudiessuchasdevelopmentofteaching

andlearnlngSystems,developmentofevaluationsystems,researchonsystemandpolicyofhighereducation,and

researchonstudentaffairs.Majorfocusesofthesecoursesconcerntheintegrationoftheoryandpractice.
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Itoffersstudentsthetrainingtomasterbasicmethodsandtheoriesofhighereducationstudiesincluding

readingpapersandbooks,videotaplnganalysis,questionnairemethods,andethnographicalapproaches,sothat

theycanplanandaccomplishtheirownresearchesfollowingtheirinterests.

Studentswishingtoenterthisdepartmenthavetopassthemaster'scourseentranceexaminationthatis

heldbyGraduateSchoolofEducation.Themaster'sdegreeisawardeduponacquisitionofrequiredcreditsand

favorableacceptanceofthethesis.

4.1NTERNATIONALEXCHANGE

GUESTSCHOLARSORVISITINGRESEARCHSCHOLARS

Thecenterisopentoreceiveguestscholarsandprofessorsfromoverseas.Todate,thecenterhasreceived

fourguestscholarsfromHarvardUniversity(UnitedStates),Universidaddela§Americas,Puebla(Mexico),

andsoon.

OVERSEASSTUDENTS

Thecenterisalsoopenforstudentsfromabroadwhowanttostudyatourcenter.Theyarerequestedto

masterJapaneseinadvance.Inordertobecomeagraduatecoursestudent,astudentmustpasstheentranceex-

aminationheldbyGraduateSchoolofEducation.Researchstudentstatusisalsoanoptionavailabletooverseas

students.

5.PUBLICATl0N

Thecenterpublishedthefollowlngbooksandjournals.

1. "KyotoUniversityResearchesinmgherEducation"isannuallypublishedasthejournalofthiscenter.One

cancontributepapersonhighereducationstudieswritteninJapanese(Englishisanotheravailableop-

tion).

2. Seriesofbooksnamed"KyotoUniuersity'sLibT･aryfoT･mgherEducationResearch"aretopublishtheresult

ofresearchesofthiscenter.Fourteenvolumeshavebeenalreadypublished.

Vol.1"ThequestionnairesurveyintoKyotoUniversitygraduates"31stMarch1997

Vol.2"Theinitialstudiesforhighereducation"30thJune1997

Vol.3"OpenLaboratoryClassin1996"31stMarch1998

Vol.4"OpenLaboratoryClassin1997"31stMarch1999

Vol.5"ThequestionnairesurveyintoKyotoUniversityprofessorsfortheimprovementofhigheredu-

cation"25thMarch1999

Vol.6"OpenLaboratoryClassin1998"31stMarch2000

Vol.7"WhatwasgoingonintheKKJproject(Kyoto-KeioJointSeminar:Learningthroughclass-

room,Internetandstayingtogether"31stMarch2000

Vol.8"OpenLaboratoryClassin1999''31stMarch2000

Vol.9"Towardsthegenerativeevaluationfororganizations:Self-studyandexternalreviewreport"

31stMarch2000

Vol.10"OpenLaboratoryClassin2000"31stMarch2001.

Vol.ll"ProjectVisitingClassvol.1"31stMarch2001.
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Vol.12Thedebatestylesymposiumforfacultydevelopmentofengineeringeducation''31stMarch

2002.

Vol.13"OpenLaboratoryClassin2001"31stMarch2002.

Vol.14"ProjectVisitingClassvol.2''31stMarch2001

3. "ForReseaT･ChandDeuelopTnentOfTeachingSystem"wasthefirstbookofthiscenterwhichwaspublished

in1995."TowaT･dtheOpeTmeSSOfU7miersityClasses- FiT･StyearOftheOpenLaboratoryClassofKyoto

Uniuersity"waspublishedin1997asthefirstbookonOpenLaboratoryClass,and"ThefieldwoT･hinto

UniuersityClass"ispublishedin2000asthesecondone.Thelatestpublicationis"ThePlansforUniversity

Studies- fT･OmthepasttowardthefutuT･e"publishedinMarch2002.

6.STAFF

Professor

FUJIOKA,Kanji,Teachingmethod,Teachereducation.

TANAKA,Tsunemi,Educationalphilosophies

AssociateProfessor

MATSUSHITA,Kayo,Educationalmethods,Theoryoflearning

OYAMA,Yasuhiro,Clinicalpsychology,Evaluationofhighereducation.

Lecturer

MIZOKAMI,Shinichi,Universitystudentpsychology,Universitycurriculum

Instructor

SHINTO,Takaaki,Educationalpsychology,Developmentalpsychology

ClericalEmployee

KANZAKI,Naomi

YOSHIMURA,Kayo

YAMASHITA,Fumie
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『京都大学高等教育研究』編集規定
平成14年10月31日制定

1.本誌は高等教育研究を目的として､京都大学高等教育教授システム開発センターが発行する研究誌である｡

2.本誌には､本センター関係教官の論考､共同研究の報告その他本センターの研究活動､本学の高等教育改革に関

する記事等を編集掲載する他､投稿論考を掲載する｡但し､投稿論考については､当分の間､次項に規定する編集

委員会が､編集上の責任を負える範囲でのものに限定する｡

3.本誌の編集のために編集委員をおく｡編集委員長は､センター長が委嘱する｡編集委員長は編集委員若干名を委

嘱する｡編集事務を担当するために編集幹事をおく｡編集幹事は編集委員長が委嘱する｡編集委員長及び編集委員

の任期は1年とする｡但し､再任を妨げない｡

4.編集委員会は､各年度の編集方針その他編集に必要な事項を定める｡

5.本誌に論考の掲載を希望する者は､所定の投稿規定及び編集委員会の定める各年度の編集方針に従い､編集委員

会事務局に送付しなければならない｡

6.投稿された論考の掲載および論考の区分は､編集委員会の合議によって決定する｡

7.掲載された論考について､編集委員会は若干の変更を加えることができる｡但し､内容に関して重要な変更を加

える場合は､執筆者との協議を経るものとする｡

(附則)本規定は､平成15年度発行の 『京都大学高等教育研究』第9号から施行する｡

『京都大学高等教育研究』投稿規定
平成14年10月31日制定

(全般)

1.論考の内容は､日本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとし､かっ､当分の問､編集委員会が､編集上の

責任を負える範囲でのものとする｡この責任の範囲については､投稿の前に､編集委員会に問い合わせること｡

2.論考は研究論文､研究ノート､実践報告に区分される｡投稿時にいずれかの希望する区分を明記する｡なお掲載

にあたって編集員会が区分の変更を求めることがある｡

3.論考は未発表のものに限る｡但し､口頭発表及びその配布資料はこの限りでない｡

4.論考は､研究論文､研究ノート､実践報告に区分される｡研究論文は､学問的な手続きに基づいておこなわれた､

高等教育に関する独創的 ･新規な研究で､その研究結果が高等教育研究の発展に寄与する論考である｡研究ノート

は､高等教育研究-の有益な資料となる論考である｡実践報告は､高等教育研究への示唆となる､高等教育に関す

る実践の報告である｡

5.投稿された論考は､レフェリー制度を通じて選定の上編集される｡投稿原稿は原則として返却しない｡

6.論考は原則として以下の作成要領により､ワープロソフトによって作成するものとする｡

･A4判用紙を縦位置で使用し､横書きとする｡

･40文字×25行の1,000字を1貢とし､20貢以内の分量とする (図表､註､参考文献を含む)0

･論文題名の後に題名の英訳及び英文200語程度の論文要約を付すこと｡

7.論考原稿3部 (うち2部はコピー可)及び原稿を編集委員会に提出する｡また､別紙として､氏名 (ふりがな)､

所属 (職名その他を含む)､連絡先 (郵便番号､住所､電話番号)､希望区分 (研究論文､研究ノート､実践報告の

いずれか)を記入した用紙を添付する｡
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(用語)

8.論考は原則として日本語を用いて作成すること｡但し､日本語以外の言語による投稿については､編集委員会に

相談のこと｡

9.使用漢字は常用漢字を､仮名づかいは現代仮名づかいを原則とする｡数字は原則として算用数字を使用する｡但

し､特殊な文字､用語ならびに記号の使用については編集委員会に相談のこと｡

10.外国人名､外国地名に原語を用いるはかは､叙述中の外国語は活字体で表記 し､なるべく訳語をっける｡

(註 ･引用文献)

ll.註及び引用文献は､論考末に一括 して掲げる｡引用文献は､日本語文献､外国語文献を問わず､註のあとにまと

めてアルファベット順に記載する｡論文の場合は､著者､発行年､文献題目 (日本語文献の場合､｢ ｣内に記

載)､雑誌名 (日本語文献の場合､『』内に記載｡洋文献の場合は斜体字で記載)､巻号､頁の順に記載する｡単

行本については､1冊を引用対象とする場合､著者､発行年､書名 (日本語文献の場合､『』内に記載｡洋文献

の場合は斜体字で記載)､発行所の順に記載 し､一部分を引用する場合には､著者､発行年､引用部分の題目 (日

本語文献の場合､｢｣内に記載)､編者､書名 (日本語文献の場合､『』内に記載｡洋文献の場合は斜体字で記

載)､発行所､貢の順に記載する｡なお､訳書の場合は､原語の著者名､原書発行年､原書名 (斜体字)､原書発行

所名を書き､その後に ( )内に訳者名､訳書の発行年､訳書名 (『』内に記載)､訳書の発行所名の順に記載す

る｡(下例を参照のこと)

･論文

大山泰宏 2002｢大学教育評価の課題と展望｣『京都大学高等教育研究』7号,37-56頁.

Hermans,H.J.1970Aquestionnairemeasureofachievementmotivation.JournalofAppliedPsychology,

54,353-373.

･単行本

讃岐幸治 ･田中毎実 (共編) 1995『ライフサイクルと共育』青葉図書.

McLuhan,M.&Fiore,Q.1967TheTnediuTnistheTnaSSage.JeromeAgel.

溝上慎一 2002｢学生の理解の枠組みをふまえた授業展開｣京都大学高等教育教授システム開発センター (編)

『大学授業研究の構想- 過去から未来へ- 』東信望 57-86頁.

Hermans,H.J.M.1995Fromassessmenttochange:ThepersonalmeanlngOfclinicalproblemsinthecon-

textoftheself-narrative.InR.A.Neimeyer&M.J.Mahoney(Eds.),ConstT･uCtiuisTninpsychotherapy.

AmericanPsychologlCalAssociation.Pp.24ト272/

McLuhan,M.&Fiore,Q.1967TheTnediulnisthemassage.JeromeAgel.(南博訳 1995『メディアはマッ

サージである』河出書房新社.)

12.引用文献と註を区別し､註は本文中の該当個所に､上付き文字で(1)､(2)･--と指示し､論考末尾にまとめて記載

する｡

13.引用文献は､本文中では､著者名 (出版年)､あるいは (著者名,出版年)として表示する｡同一著者の同一年

の文献については､a,b,C,--をつける｡

例 ･田中 (1995a)が強調するように､--という調査結果も提示されている (田中,1996)｡

(その他)

14.稿料の支払い､掲載料の徴収は行わない｡但し掲載誌2部と抜き刷り50部を贈呈する｡なお､抜き刷りについて

は､それ以外にもあらかじめ注文があれば実費で作成する｡●

15.投稿は随時受け付けるが､発刊期日との関係で､年 1回の締切日をもうける｡

原稿締切日 7月31日

16.掲載された論考の著作権は京都大学高等教育教授システム開発センターに属する｡

17.本規定の改正は編集委員会が行う｡

(付則)本規定は､平成15年度発行の 『京都大学高等教育研究』第9号から施行する｡
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